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■感染対策強化型歯科診療所の申請に対する認定について

前月から５件を承認し619件となった。認定後１年を経過し

た109施設を更新の対象とし手続きを行う

■横浜市歯科医師会が受託した神奈川工業会コロナワクチン

合同職域接種にかかる会場使用について　９月18日～10月
17日（４回実施）に行うが、県歯会館５階会議室、研修室で

のリハーサル、接種にかかる会場使用を承認

■第22回日本外傷歯学会学術大会の会場使用依頼　今後会
場使用規程を定め、再検討する

■クレディセゾンのクレジット決済手数料引き下げ案内の会員

周知について(再)　■木下大サーカス湘南鎌倉公演の会員

周知依頼　■神奈川歯科大学「入学案内」の会員送付依頼

有料広告３件を承認

■パキスタン大使館訪問報告とサフラングループからの提案

について　パキスタンに本社があるサフラングループと連携

し、ヘルスケア、ITなどの分野での事業展開を模索する

■第３回地域歯科医師会会長会議の運営について　９月16

日の運営について確認

■Bリーグ2021-2022シーズン契約について　横浜ビー・コ
ルセアーズとシーズン契約を締結し、冠協賛を1試合行う

■かむカムの発送方法について　年２回発行のかむカムを
全会員に送付する

■いい歯の日企画全国地方紙広告案について　受診勧奨の

広告を11月８日に神奈川新聞紙面に掲載する

■神歯歯界月報訃報欄の歯科医籍登録番号の取扱いについ

て　訃報欄に歯科医籍登録番号などの情報を掲載すること

の法的問題点を顧問弁護士に確認し、再検討する

■新型コロナウイルス感染症関連の発出文書に対する本会の

対応について　厚労省発出文書に対する会員案内として、コ

ロナ軽症状者に対する抗原キットを使用した検査について発

出する

■本会講師料の基準の見直しと講演契約書の制定について

従来型の講演に加え、配信（ライブ、オンデマンド）での講

演も念頭に置いた講師料・契約書を新たに定め、素案を再

審議する

■会員の広場のアプリ化について　アプリの開発を承認。今

後具体策を検討する

■会議室予約台帳システムの有効活用について　会議室予

約システムをPCで管理できるよう開発を進める

協議事項

　クリニックでは毎朝、先生もスタッフさんも笑顔で挨拶

を交わされていますか？ スタッフさんは明るく活き活き

とお仕事をなさっていますか？ スタッフさんが大切にさ

れ安心して働いている職場は人を引き付ける活気に満ちた

雰囲気にあふれています。

■信頼されることが挑戦の意欲に

　私がアムステルダム線の乗務を始めて数か月たったころ

のことです。最も忙しいポジションであるエコノミークラ

スの後方の客室を３人で担当しました。欧州線のような長

距離路線では２回のお食事のサービスの合間にCAは２交

代で休憩をとるのですが、その日は私が後半にひとりでそ

の客室を受け持つことになりました。後半の担当CAは

サービスに備えて100人分以上のパンやお食事をオーブン

で温めたり飲み物を用意したりします。慣れたCAならひ

とりでも上手く時間配分をしてスムーズにこなしますが、

私は個別のお客様対応に追われこれらの準備が半分ほどし

かできませんでした。そして２人のCAが休憩から戻る頃

スタッフさんへの信頼がクリニックの原動力に

令和３年度 日本歯科医師会会長表彰
西郷　巖 君（横浜市[保土ケ谷区]）、田中 直人 君（鎌倉市）

　永年にわたる歯科口腔保健事業の普及向上、改善及び意識高揚等実践活動の功績により、令和3年7月15日付 

令和3年度日本歯科医師会会長表彰の受賞が決定した。

　表彰式は11月13日に宮崎県で開催される全国歯科保健大会の席上にて、感染拡大による現下の状況を踏まえ受
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にはサービス開始まで10分ほどしかなく、「こんな状態を

２人が見たら…」と青ざめました。

　ところが２人は驚くこともなく涼しい顔でテキパキと私

がやり残した準備を進めていきます。でもやはり大変だっ

たことは間違いなく、エコノミークラスのパーサー（責任

者）は全身から汗が噴き出していました。３人で力を合わ

せたリカバリーで何とかサービスは無事に終わりました

が、本当に申し訳なく思った私はサービスの後「準備がで

きてなくて２倍働かせてごめんなさい」と謝りました。す

るとパーサーは、「このポジションはずっと忙しいから

ね！あなたもよく働いたわ！もし私が２倍働いたというの

なら、その分２倍ぐっすり休めるからラッキーよ！」とお

茶目に笑いました。

　失敗を責められたりオープンに気持ちを伝えられなかっ

たりする職場であれば、私は以後このポジションを避ける

ようになったでしょう。でもこのように信頼され助け合え

る環境にいると、次も挑戦して自分ももっと役に立つ存在

になりたいと強く願うようになります。これがその組織を

強くする信頼関係です。この関係が築ければ失敗を恐れず

安心して新しいことにも挑戦するようになります。それが

本人はもとより組織全体を成長させ、さらなる顧客満足へ

と繋がっていきます。

■大切な人のためなら自ら努力する

　私がクリニックでの研修のため打合せすると院長先生は

大きく２つのタイプに分かれます。ひとつはスタッフさん

のいいところをたくさんお話しくださる方、もうひとつは

マイナス面を中心に話される方です。もちろん研修はその

ようなお悩みを解決するためにおこなうので信頼してお話

しいただけることはとても有難く、私もその課題解決のた

めに全力で取り組みます。

　ただ実際にスタッフさんに接するとどちらのタイプのク

リニックでもスタッフさんはよくお仕事をなさっていると

いうことも多く、違うのは、前者では「院長先生から信頼

されている」という安心感と自信がスタッフさんから感じ

られることです。例えばそのようなクリニックでは皆様と

ても積極的に挨拶をなさいます。それはちょうど大切な家

族の友達が家にやってきたときと同じです。人は自分を信

頼し大切にしてくれる人のためなら、たとえその人が見て

いなくても精一杯努力します。それが診療以外の受付や電

話応対などの場面でも患者様への丁寧な対応に繋がってい

るのです。

　先生方のクリニックではスタッフの皆様は安心して日々

の業務に取り組まれているでしょうか。それを確認するに

は普段からのコミュニケーションや面談などでスタッフさ

んの話をしっかり聴くことが大切です。また定期的なス

タッフ満足度調査も有効で、私も研修のなかでおこなうこ

とがあります。すると意外なことで院長先生とスタッフさ

んの間で行違いがあったり、少し話せば解決することがそ

のまま放置されて問題が大きくなっていたりすることがあ

ります。もちろん一方で、先生方が思われる以上に院長先

生がスタッフさんから信頼、感謝されているというケース

もあります。

　クリニックでは患者様満足を常に考え、そのためにまず

はスタッフさんが安心して仕事に取り組める環境や雰囲気

づくりをしなければなりません。それは組織トップのリー

ダーシップにかかっています。先生からの信頼がスタッフ

さんに浸透しているクリニックならおのずと、スタッフさ

んも患者様も幸せに過ごせる魅力的な場所になっているこ

とでしょう。

　The smart leader makes the staff happy, and the 

happy staff makes the patients happy!!

　約１年間、松井会長や広報委員会、事務局の皆様の特別

なご配慮で寄稿させていただきました。これまで寄稿文を

お読みくださった皆様方に心より御礼申し上げます。今年

度は歯科助手講習会なども開催されますので、今後はその

ような講習会やクリニックでの研修にて皆様とお目にかか

れますことを楽しみにしております。

　最後に読者アンケートを用意しました。先生方はもちろ

ん、どなたからでもご感想や率直なご意見などお寄せいた

だけましたら幸いです。どうぞよろしくお願いいたしま

す。

　　　　　　　　　　　＜読者アンケート＞

マナーのクリニック株式会社

代表取締役

山口 朋子（やまぐち・ともこ）

KLMオランダ航空 客室乗務員

予防医療診断士

＜略歴＞

昭和47年生まれ

上智大学短期大学部英語科、中央大学法学部卒業

三菱商事、ANAなどを経て平成18年に接遇マナー講

師となり、同28年に歯科医院をメインに接遇マナー

研修を展開する「マナーのクリニック」を設立。
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